
令和４年度
山形県地域年金展開事業

取組結果報告書

自 令和 ４年 ４月 １日
至 令和 ５年 ３月３１日

山形年金事務所
（山形県代表年金事務所）

議事 １



目 次

１ 地域連携事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２頁

２ 年金セミナー事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７頁

３ 地域相談事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０頁

４ 年金委員活動支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３頁

５ 「ねんきん月間」・「年金の日」の取組・・・・・・・・・・・・・・１７頁

６ 「わたしと年金」エッセイ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８頁

７ 第１４回山形県年金ポスターコンクール・・・・・・・・・・・・１８頁

８ 山形県地域年金事業運営調整会議・・・・・・・・・・・・・・１９頁

１



１ 地域連携事業

（１）年金制度説明会の開催及び研修会等への講師派遣状況
年金制度の周知を図るため、年金制度説明会の開催や各種団体、企業が主催する研修会等に講師を派遣しまし

た。令和４年度からは、国民年金に加入した２０歳の方を対象としたオンライン型の制度説明会を、県内各年金事務所
で講師を分担しながら県全体の取り組みとして開催しました。

２

事務所

社会保険協会
社会保険
労務士会

企業・その他 合計

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数

山 形 ４回 １６９名 ２回 １１１名 ７回 ６５名 １３回 ３４５名

鶴 岡 ４回 １０９名 ２回 ５１名 １０回 ９６名 １６回 ２５６名

米 沢 ３回 ６５名 ０回 ０名 ８回 ６８名 １１回 １３３名

新 庄 ２回 ２３名 １回 １５名 ４回 ８名 ７回 ４６名

寒河江 ３回 ４８名 １回 １５名 ７回 ８５名 １１回 １４８名

県全体 ー ー ー ー １７回 １３５名 １７回 １３５名

合 計 １６回 ４１４名 ６回 １９２名 ５３回 ４５７名 ７５回 １,０６３名

(参考）
令和３年度

１３回 ４５７名 ５回 １４５名 １０回 ２４０名 ２８回 ８４２名



（２）市町村担当者との打合せ等状況

事務所

市町村
（研修会、打合せ等）

連携
（かけはし、ポスター・リーフレットの送付等）

回数 参加者数 回数

山 形 １０回 ３３名 １４回

鶴 岡 ７回 ２７名 ６回

米 沢 ６回 １６名 ６回

新 庄 １回 １１名 ６回

寒河江 ６回 １５名 ６回

県全体 １５回 ３４１名 -

合 計 ４５回 ４４３名 ３８回

（参考）
令和３年度 １７回 ２２３名 ４０回

年金事業の円滑な運営・推進のためには市町村との連携が不可欠であることから、市町村の担当職員との研修会や

打合せを行いました。昨年度に引き続き、オンライン型による制度説明会を県全体の取り組みとして開催しました。また、
制度周知・啓発のため、市町村担当者向け情報誌「かけはし」の提供を始め、ポスターやリーフレットの設置について協
力を依頼するなど連携し取り組みました。

※市町村担当者向け情報誌「かけはし」とは、2カ月に1回発行の定期的情報誌です。内容は、障害年金講座や各種申請書類の受付事務にか
かる留意点等を掲載しています。

３



（３）関係機関・関係団体との打合せ等状況

４

年金制度の周知・啓発事業を推進するために必要な取り組みとして、新型コロナウイルス感染症の感染防
止対策を講じ、各関係団体の了解をいただきながら打合せ等を実施しました。主な取り組みは次のとおりです。
①山形県社会保険協会と連絡協議会を開催し、年金制度研修会等への講師派遣や広報誌「社会保険やまがた」に記事を提
供するなど連携を図りました。
②山形県社会保険労務士会と業務連絡会議を開催し、年金相談窓口等の運営業務委託に関する調整や厚生年金適用・調
査事務にかかる打合せを行いました。
③全国健康保険協会山形支部と連絡会議を開催し、年金委員・健康保険委員功労者表彰伝達式の開催や年金委員・健康
保険委員の研修会などに連携を図りました。
④各地区社会保険委員会の定例会議等に出席し打合せを実施しました。

事務所

社会保険
協会

社会保険
労務士会

年金協会
全国健康保険
協会山形支部

官公署
その他

合計（上記④
の内容）

回数 回数 回数 回数 回数 回数 回数

山 形 １３回 １８回 ４回 ７回 ９回 ９回 ６０回

鶴 岡 ２回 ６回 ２回 ０回 ２回 ４回 １６回

米 沢 ２回 ０回 １回 ０回 ０回 ４回 ７回

新 庄 ２回 ０回 ０回 ０回 ０回 ２回 ４回

寒河江 ２回 １回 ３回 ０回 ０回 ２回 ８回

合 計 ２１回 ２５回 １０回 ７回 １１回 ２１回 ９５回

（参考）
令和３年度 １６回 ２１回 ６回 ５回 ５回 ７回 ６０回



（４）地域型年金委員との連絡会等の開催状況

事務所
連絡会 研 修 合計

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

山 形 ３回 ２７名 ０回 ０名 ３回 ２７名

鶴 岡 １回 １０名 ０回 ０名 １回 １０名

米 沢 １回 ６名 ０回 ０名 １回 ６名

新 庄 ２回 ９名 ０回 ０名 ２回 ９名

寒河江 １回 ７名 ０回 ０名 １回 ７名

県全体 １回 １４名 ー ー １回 １４名

全 国 － － １回 １４名 １回 １４名

合 計 ９回 ７３名 １回 １４名 １０回 ８７名

（参考）
令和３年度

０回 ０名 ０回 ０名 ０回 ０名

公的年金制度の相談や助言を行っていただいている地域型年金委員との連絡会については、県全体とし
て山形県地域型年金委員連絡会を開催し、情報の共有や委員相互の交流を図りました。新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、地区連絡会の開催は限られてしまいましたが、広報誌「支えあい」や年金
に関する資料の提供を行いました。また、１１月には、オンライン型による「令和４年度全国年金委員研修会」
への参加がありました。
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取組結果

地域年金展開事業の目玉の一つでもある「地域連携事業」については、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大の影響があったものの、各種機関・関係団体の協力のもと、新型コロナウイルス感染症対
策を徹底したうえで実施することができました。

・ 年金制度説明会については、山形県社会保険協会や山形県社会保険労務士会各支部主催の研修会が例年どお
り開催され、講師を派遣することができました。また、昨年度に引き続き市町村の担当職員への研修会を開催し、令
和４年度からは、新規適用事業所や国民年金に加入した２０歳の方への制度説明会を実施しました。

・ 関係機関（団体）との打合せについては、コロナ禍で限られた面談での打合せでありましたが、山形県社会保険協会
広報誌への記事提供や、山形県社会保険労務士会との年金相談窓口等の運営業務委託に関する調整、全国健
康保険協会山形支部と合同の「年金委員・健康保険委員功労者表彰伝達式」を開催することができました。

・ 地域型年金委員との連絡会については、山形県地域型年金委員連絡会を開催し、各地区での連絡会は限定的な
開催となりましたが、地域住民に対しての公的年金制度の重要性を広く啓発していくために、重要な取り組みとして
進めていきます。

（５）報道機関との連携状況

（６）地域連携事業の取組結果

山形県政記者クラブを通して、各報道機関に対し周知を行いました。６月には、「わたしと年金」
エッセイ募集について、１１月には、「ねんきん月間」・「年金の日」の取り組み及び年金委員・健康保
険委員功労者表彰伝達式の開催について、それぞれの内容を情報提供しました。

６



２ 年金セミナー事業

（１）教育機関別年金セミナーのアプローチ状況
次世代の主役となる若年層から、年金制度の仕組みや必要性について理解を深めていただき、納付意識の向上

や年金受給権の確保に結び付けるために、年金セミナー事業を推進してきました。令和４年度においても、県教育関

係各部署を訪問し事業の趣旨にご理解をいただき、各学校に年金セミナーの開催を依頼してきました。

また、元学校長の方に委嘱している地域年金推進員と年金事務所担当者において、年金セミナーの開催に向けた

アプローチを行ってきました。

７

事務所

大学・短大 専修学校・各種学校 高等学校 中学校 特別支援学校 合計

対象校数 勧奨数 対象校数 勧奨数 対象校数 勧奨数
対象校
数

勧奨数
対象校
数

勧奨数 対象校数 勧奨数 実施率

山 形 ８校 １１回 １７校 ３０回 １９校 ６０回 ２５校 ２５回 ９校 ３回 ７８校 １２９回 １６５.４％

鶴 岡 ３校 ３回 ５校 ５回 １５校 １４回 ２２校 ２２回 ３校 ０回 ４８校 ４４回 ９１.７％

米 沢 ３校 ６回 ２校 ３回 １４校 ２１回 １８校 １８回 ３校 ２回 ４０校 ５０回 １２５.０％

新 庄 － － ３校 ２回 ８校 １回 １５校 １５回 １校 ０回 ２７校 １８回 ６６.７％

寒河江 ー ー ー ー ６校 １０回 １６校 １６回 ３校 １回 ２５校 ２７回 １０８.０％

合 計 １４校 ２０回 ２７校 ４０回 ６２校 １０６回 ９６校 ９６回 １９校 ６回 ２１８校 ２６８回 １２２.９％

（参考）
令和３年度 １４校 ２３回 ２７校 ３８回 ６３校 １８２回 ９６校 １３６回 １９校 ６回 ２１９校 ３８５回 １７５．８％



（２）教育機関別の年金セミナー実施状況

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響のなかでの取り組みとなりましたが、新型コロナウイルス感染症の感

染対策にご協力をいただき、多くの学校にて年金セミナーを実施することができました。これまでの取り組みを継続して

取り組んできた成果として表れましたので、今後も年間を通した取り組みにより実施校を増やします。また、年度の早い

時期からアプローチを行い、学校の年間スケジュールに年金セミナーを組み入れていただくことを目指していきます。

８

事務所

大学・短大 専修学校・各種学校 高等学校 中学校 特別支援学校 合計

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

山 形 ８校 ０校 ０名 １７校 ６校 ３３５名 １９校 ８校 １,６１１名 ２５校 ０校 ０名 ９校 １校 ２５名 ７８校 １５校 １,９７１名

鶴 岡 ３校 ０校 ０名 ５校 ０校 ０名 １５校 １校 ８名 ２２校 ０校 ０名 ３校 ０校 ０名 ４８校 １校 ８名

米 沢 ３校 ２校 １０９名 ２校 １校 ４３名 １４校 ４校 ４６５名 １８校 ０校 ０名 ３校 ０校 ０名 ４０校 ７校 ６１７名

新 庄 － － － ３校 １校 １１４名 ８校 １校 ４０名 １５校 ０校 ０名 １校 ０校 ０名 ２７校 ２校 １５４名

寒河江 － － － ー ー ー ６校 ４校 ３２４名 １６校 ０校 ０名 ３校 ０校 ０名 ２５校 ４校 ３２４名

合 計 １４校 ２校 １０９名 ２７校 ８校 ４９２名 ６２校 １８校 ２,４４８名 ９６校 ０校 ０名 １９校 １校 ２５名 ２１８校 ２９校 ３,０７４名

（参考）
令和３年度

１４校 １校 ４９名 ２７校 １０校 ４５４名 ６３校 １６校 １,６５９名 ９６校 ０校 ０名 １９校 １校 ２５名 ２１９校 ２８校 ２,１８７名



（３）年金セミナー事業の取組結果

取組結果

令和４年度においても、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、対面でのアプローチ、年金
セミナーの開催が困難な状況もありましたが、各学校のご理解をいただき実施することができました。
これまでの継続したアプローチの取り組みが最も重要であり、地域年金推進員と各年金事務所担当者で

情報共有を行い、実施回数増に結び付けていきます。
例年、1月以降に年金セミナーを実施する学校が多いため、次年度の実施を見据えたアプローチとして、

年度前半での実施についても検討していただくよう要請していきます。また、未開催の学校については、粘り
強くアプローチを継続していきます。
中学校の年金セミナー開催に向け、山形県内全中学校に案内文書を送付しましたが、開催までには至り

ませんでした。授業に年金セミナーを加えていただくのは難しいところですが、引き続き、山形県年金ポス
ターコンクール募集案内時に併せて、年金セミナー実施についても広報していきます。

９



３ 地域相談事業

（１）年金事務所以外での出張年金相談の実施状況

事務所 実施場所 実施計画日/回数 合計 相談者数

米 沢

長井市役所 ４月・７月・１０月・１月に各１回 ４回 １６名

小国町役場 ５月・８月・１１月・２月に各１回 ４回 １５名

白鷹町役場 ６月・９月・１２月・３月に各１回 ４回 １５名

新 庄
尾花沢市役所 毎月１回 １２回 ５０名

大石田町役場 偶数月に１回 ６回 ２７名

合 計 ３０回 １２３名

（参考）
令和３年度 ３０回 １３３名

年金事務所に出向くことが難しいお客様の利便性向上を図るため、出張年金相談を実施しています。

年金相談の周知・広報については、「日本年金機構からのお知らせ」に記事を掲載するとともに、市町

村広報誌においても記事掲載の協力を得て実施しています。

また、鶴岡年金事務所管内では、山形県社会保険労務士会へ「街角の年金相談センター酒田」におけ

る年金相談窓口の運営を委託しています。

１０



（２）ハローワークにおける説明会での年金制度説明会実施状況

県内ハローワークにおける離職者を対象とした説明会で、離職者に対する国民年金に関する手続き

の周知を図り、国民年金保険料免除制度についての説明や相談を実施しましたが、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大の影響により、ハローワーク米沢、ハローワーク新庄、ハローワーク村山の実施と

なりました。

開催事務所・場所 回数 参加人数

山形（ハローワーク山形） ０回 ０人

鶴岡（ハローワーク鶴岡・酒田） ０回 ０人

米沢（ハローワーク米沢） ５４回 １,３５１人

新庄（ハローワーク新庄） ５１回 ６７２人

寒河江（ハローワーク村山） １９回 ６７２人

合 計 １２４回 ２，６９５人

（参考）令和３年度 １０６回 ２，０５２人

１１



（３）商業施設における出張年金相談会の実施状況

平成30年度に、県内で初めて大型商業施設を利用した年金相談会（11月の「ねんきん月間」及

び11月30日「年金の日」の取り組み）を実施しましたが、令和４年度においても継続した取り組みと

して、は６月と１１月に開催しました。

これまで、唯一の継続した「大型商業施設を利用した年金相談会」になりますので、広く、年金制

度を啓発するために引き続き実施します。

１２

（４）地域相談事業の取組結果

取組結果

・ 年金事務所以外での出張年金相談については、年間計画に基づき開催していますので、引き続き、
市町村と連携を図り、お客様のニーズを把握し年金相談の利便性を確保していきます。

・ ハローワークにおける説明会での年金制度説明会については、前年度と同じ３地区での実施となりま
したが、離職者に対する国民年金に関する手続きの周知を図るため、引き続き県内ハローワークの
協力をいただきながら実施していきます。

・ 商業施設における出張年金相談会の開催については、開催の継続と会場の拡大を課題とし、県民
が年金を身近に感じてもらう機会を増やすため、引き続き実施していきます。



（１）年金委員への情報提供

４ 年金委員活動支援事業

（２）年金委員研修会の実施状況

職域型年金委員で組織されている社会保険委員会の各支部研修会に、講師として職員を派遣しました。

また、職域型年金委員を対象とした研修会を、全国健康保険協会山形支部との共催により実施しました。

オンライン型による「令和４年度全国年金委員研修会」には、１７名（職域型３名、地域型１４名）の参加が

ありました。

事務所 回 数 受講者数

山 形 ４回 ３２５名

鶴 岡 ２回 １２９名

米 沢 ５回 ２２７名

新 庄 ３回 １９名

寒河江 ０回 ０名

全 国 １回 １７名

合 計 １５回 ７１７名

（参考）令和３年度 ６回 １１０名

実施年月 対象年金委員 内 容

４月 職域型・地域型 「ねんきんネット」のポスターを送付
５月・８月・１１月・２月 地域型 「支えあい～年金委員だより」の広報誌を送付

８月・２月 職域型 「スマイル～職域型年金委員便り～」の広報誌を送付
９月 職域型 「短時間労働者に対する適用拡大」のリーフレットを送付

１１月 職域型・地域型 「ねんきん月間」の取り組み資料を送付
１２月 地域型 「日本年金機構アニュアルレポート2021」の冊子を送付
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（４）年金委員委嘱者数の推移

事務所
令和３年度末 （Ａ） 令和４年度 （Ｂ） 増減 （Ｂ）-（Ａ）

職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計

山 形 ６３０ ６５ ６９５ ６５３ ７６ ７２９ ２３ １１ ３４

鶴 岡 ４４１ １３ ４５４ ５０２ １５ ５１７ ６１ ２ ６３

米 沢 ４０１ １１ ４１２ ４２２ １３ ４３５ ２１ ２ ２３

新 庄 １２９ ６ １３５ １３５ ８ １４３ ６ ２ ８

寒河江 ２６０ １７ ２７７ ２７２ １９ ２９１ １２ ２ １４

合 計 １，８６１ １１２ １，９７３ １，９８４ １３１ ２，1１５ １２３ １９ １４２

事業所数
（委嘱率）

１９，７９６
（9.40％）

ー
２０，０４５
（9.90％）

ー

職域型年金委員の委嘱拡大として、年金委員を委嘱していない事業所への文書による勧奨を基本

に、電話による勧奨も行いました。また、事業所の来所時や総合調査実施時を捉えて勧奨を実施しま

した。

地域型年金委員の委嘱拡大については、退職する職域型年金委員より地域型年金委員への移行

のご案内を行ってきました。関係団体（山形県社会保険協会、山形県年金協会連合会、山形県社会

保険労務士会）には、定例会議等の場を活用し、年金委員の推薦を依頼しました。

（３）年金委員委嘱拡大の取り組み

１４



（５）年金委員の功労者表彰伝達式の実施

全国健康保険協会山形支部、山形県社会保険委員会連合会、山形県社会保険協会との共催に

より、多年にわたり年金事業の推進及び発展に貢献された年金委員の方々に表彰状が伝達されまし

た。

【開 催 日】 令和４年１１月２２日（火）

【開催場所】 山形グランドホテル

【受 賞 者】 厚生労働大臣表彰 １名

日本年金機構理事長表彰 ４名

日本年金機構理事表彰 １２名

※健康保険委員からは、厚生労働大臣表彰２名、

全国健康保険協会理事長表彰２名、 全国健康保

険協会山形支部長表彰1２名が受賞されました。

１５写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。



取組結果

・ 年金委員への情報提供として、広報誌、ポスター、リーフレット等を送付し、日本年金機構が取り組む事
業の周知と協力要請を行いました。また、制度周知のため、「短時間労働者に対する適用拡大」のリーフ
レットを職域型年金委員に送付しました。

・ 社会保険委員会が主催する研修会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響があったものの、
研修会が開催されたときには講師を派遣し支援することはできました。また、全国健康保険協会山形支
部との共催により、職域型年金委員研修会を実施しました。今後は、年金委員活動を支援するため、意
見や要望をお聞きする場として、連絡会や研修会の充実を図っていきます。

・ 職域型年金委員の委嘱拡大としては、事業所への文書勧奨を中心に委嘱拡大を図っていますが、電
話による勧奨や事業所との接触時の勧奨により年金委員が増加しています。今後は、健康保険委員の
み設置の事業所や従業員を多く抱える事業所への勧奨も行っていきます。

・ 地域型年金委員の委嘱拡大としては、関係団体の定例会議等の場を活用し、推薦依頼を行ったことか
ら年金委員が増加しています。更新を希望されない高齢者の方が多いこともあり、新たな委嘱拡大が引
き続き重要課題となりますが、市町村や教育関係部署等にも年金委員の推薦を依頼していきます。

（６）年金委員活動支援事業の取組結果
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事務所 取組結果

山形県内年金事務所
共通事業

令和４年度 年金委員・健康保険委員功労者表彰伝達式
ねんきん月間

第１４回山形県年金ポスターコンクール表彰式

市町村・年金委員に対し「ねんきん月間」ポスター、チラシ、「ねんきんネット」
リーフレットの配布

ねんきん月間

令和４年度 全国年金委員研修会
ねんきん月間

山形県社会保険協会主催「令和４年度 社会保険事務講習会」

通常事業ハローワークにおける離職者を対象とした説明会、資料配布

高校・大学等への年金セミナーアプローチ及び年金セミナー実施

米沢年金事務所
新庄年金事務所

出張年金相談 通常事業

山形年金事務所 出張年金相談会（大型商業施設） ねんきん月間

５ 「ねんきん月間」・「年金の日」の取組

日本年金機構は、厚生労働省と協力して11月を「ねんきん月間」、 11月30日（いいみらい）を「年金の

日」と位置付け、県民の皆様に年金制度を理解していただけるよう、積極的に公的年金制度の周知や啓

発活動を行いました。
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６ 「わたしと年金」エッセイ

国民の皆様に年金制度に対する理解を深めていただくため、中学生以上を対象に公的年金をテーマと

したエッセイの募集を行いました。

周知・広報については、教育機関、関係機関（団体）にポスターやリーフレットの設置のご協力をいただい

たほか、年金セミナーの実施とあわせて依頼しました。

【募集期間】 令和４年６月１日～令和４年９月９日

【賞】 厚生労働大臣賞、日本年金機構理事長賞ほか

【応募状況】 応募総数２,００８点のうち、山形県の応募なし（令和３年度は２点）

７ 第１４回山形県年金ポスターコンクール

東北厚生局をはじめ、山形県社会保険協会等7団体に後援をいただき、県内の中学生を対象として、

年金制度に親しんでいただくため、年金をテーマとしたポスターを作成していただきました。

【募集期間】 令和４年６月１日～令和４年８月３１日

【賞】 最優秀賞１点、優秀賞５点、入選７点

東北厚生局長賞１点、山形県社会保険協会長賞１点

【応募状況】 応募校１１校、総数９４点（昨年度１３校、３２点）

入賞者には、各年金事務所長が中学校を訪問し表彰を行いました。
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種類 ご意見 対応状況

令和３年度山形
県地域年金展開
事業取組結果報

告書

・コロナ禍のなか、大変だったことと思いますが、教育機関
別の年金セミナーについて、実施校・受講者数の拡大をひ
き続きお願いします。

・これまでは新型コロナの感染拡大による難しい事業環境の
中、ご苦労されたと思います。今後は、ポストコロナに対応
して各種普及啓発事業や相談事業に積極的に取り組んで
いただきたい。

・ご意見ありがとうございます。年金制度の
仕組みや必要性について理解を深めてい
ただくためにも、これまで以上にアプローチ
を実施して、実施校・受講者数の拡大に
向け取り組んでいきます。

・ご意見ありがとうございます。コロナ禍で行
動が制限されてしまいましたが、オンライン
型の説明会開催という新たな取り組みもで
きるようになりましたので、お客様のニーズ
に合わせて積極的に取り組んでいきます。

８ 山形県地域年金事業運営調整会議

令和４年度 第１８回会議（書面開催）にかかる主なご意見と対応状況
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事業種類 ご意見 対応状況

令和４年度山
形県地域年金
展開事業事業
計画

・１１月３０日の「年金の日」については、マスコミ等への働き
方をしてはどうでしょうか。
（例）「ラジオモンスター」

・ご意見ありがとうございます。市町村の広
報誌への掲載依頼や山形県政記者クラ
ブを通して各報道機関に周知しているとこ
ろですが、「年金の日」を幅広く周知する
ために、マスコミ等へどのようなことができ
るのか他県を参考にしながら実施していき
ます。

２０

事業種類 ご意見 対応状況

その他ご意見

・令和５年度に向けて、社会保険協会は、公的年金制度
の普及と正確な事務処理手続きの周知のため、事業所
の事務担当者を対象とした「事務講習会」として新任担
当者向けを２会場にて、一年以上経験者向けを５会場に
て開催することとしております。また、年金請求を間近に
控えた方を対象とした「年金説明会」を９会場にて開催す
ることとしております。
いずれも年金事務所職員を講師として派遣を要請する
予定としておりますので、ご理解のうえ、ご協力をよろしく
お願いいたします。

・ご意見ありがとうございます。これまでも事
務講習会・制度説明会を開催していただ
きありがとうございます。年金事務所としま
しても、公的年金制度への周知を図るた
めにも貴重な場と考えておりますので、積
極的に職員を派遣していきます。引き続
きよろしくお願いいたします。


